
（別紙３）

～ 令和7年10月31日

（対象者数） 43名 （回答者数）
38名

～ 令和7年10月31日

（対象者数） 6名 （回答者数）
6名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・継続して協力体制を築きながら、さらなる支援の向上を目

指す

2

・定期的な実施の中で、保護者同士の交流やきょうだい児支

援に繋がる機会を提供出来るよう取り組む

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・周知方法の確立

2

他事業所で使用されているアセスメントツールを参考に作成

3

・様々な職業種からの目線で支援を行うことが出来る ・理学療法士、作業療法士だけでなく、同施設内にある生活

介護や就労サービスを提供している場所との行事を交えた交

流を行っている

・保護者参観週間や親子行事等、保護者やそのきょうだいと

一緒に参加出来る行事を定期的に実施している

・普段の様子の見学、一緒に活動参加等、利用者や保護者の

希望に応じた方法で参加してもらっている　　　　　　　・

その中でリハビリ専門職員監修のリハビリの様子を見てもら

う時間も設けている

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

・運営規定や支援プログラム、非常時対応等についての周知

が行き届いていないことがある

・契約時や避難訓練等を実施している際は詳細をお知らせし

ているが、大まかな概要等説明しているが、内容更新等で周

知しきれていないことが多い

アセスメントツールの活用・確立が出来ていない 大まかなアセスメントはできているが、支援の質を高める為

の深堀りが困難

新人職員が取り組むまでの敷居が高い

令和7年10月1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和7年12月17日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 放課後等デイサービスえーるくらぶ

○保護者評価実施期間
令和7年10月1日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


